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再生紙を使用しています。

平成29年復興に向けて
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今回は編集後記はお休みします
今後もご愛読よろしくお願いします

議会の事など、ご意見をお寄せ下さい。
　　　　　又、議会だよりの「声」も募集しております。

※次の議会は、3月に開催予定です。
議会の傍聴は議会当日に手続きすれば、どなたでも傍聴できます。
「声」の募集や傍聴などのお問い合わせは、議会事務局まで。（237-1111）

募集してます。【みなさんの意見などお聞かせ下さい。】
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主な議会活動（平成28年10月から29年１月まで）
嘉島東小学校
高田みんなの広場公園

嘉島東小体育祭（東校区議員）
緑川復興イベント（議長・春日）10月 2日

町民会館（アクア）町敬老会（議長）10月 4日
嘉島幼稚園嘉島幼稚園運動会（全議員）10月 9日
菊陽町図書館ホール議員研修会（全議員）10月 13日
監査委員室例月現金出納検査（清﨑）10月 20日
嘉島中学校嘉島中学校文芸発表会（全議員）10月 23日
役場3階中会議室町農業振興地域整備促進協議会（議長・鍋田）10月 28日

東京メルパルク監査委員全国研修会（清﨑）11月 1日
 ～2日

福岡
東京九州中央自動車道建設促進沿線議会協議会提言活動（議長）10月 28日

 ～30日
役場3階中会議室町農業振興協議会（議長・鍋田）11月 2日
御船町上益城郡議員研修会及びスポーツ大会11月 4日
東京ＮＨＫホール
静岡県伊豆の国市ほか町村議会議長全国大会及び郡町村議長会視察研修11月 9日

 ～11日
益城町クリーンセンター益城、嘉島、西原環境衛生施設組合議会第2回臨時会（木下・鍋田）11月 11日
熊本テルサチーム熊本に対する要望聴取の会（議長）11月 12日
菊陽町図書館ホール議会広報研修会（議長及び広報委員）11月 14日
宮城県東松島市
宮城県石巻市ほか常任委員会行政視察（総務常任委員4名・建設常任委員1名）11月 16日

 ～18日
監査委員室例月現金出納検査（清﨑）11月 17日
庁議室議会運営委員会11月 24日

宮崎県高千穂町ほか上益城消防組合議会視察研修（境野・川野）11月 24日
 ～25日

嘉島幼稚園上益城地域植樹祭（正副議長）11月 26日
新潟県長岡市
旧山古志村ほか常任委員会行政視察（経済厚生常任委員3名・建設常任委員2名）11月 28日

 ～30日

役場議会議場第４回定例会12月 5日
 ～7日

町民会館2階会議室町人権教育推進協議会社会教育部会（議長・木下・宮本）12月 9日
甲佐町上益城地区社会人権教育研究集会（全議員）12月 15日
組合事務所上益城消防組合議会第3回定例会（境野・川野）12月 4日
宮崎県延岡市第15回九州中央自動車道建設促進大会（議長）12月 8日
監査委員室例月現金出納検査（清﨑議選監査委員）12月 16日
組合事務所上益城消防組合議会第3回定例会（境野・川野）12月 16日
監査委員室広報委員会（第1回～３回）12月 20日～
町民会館（アクア）嘉島町成人式（全議員）  1月 8日

場　所　等項　　　　目　　月　　日
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　○専決処分の報告並びに承認を求めることについて
　　専議第14号　平成28年度嘉島町一般会計補正予算（第8号）
　　・既定の予算に5556万6千円を追加し、歳入歳出総額を88億6455万9千円に。

　○嘉島町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
　　・国の制度に準じて、職員の育児や介護対象者の拡大、介護休暇の期間等を改正。

　○嘉島町報酬及び費用弁償条例の一部を改正する条例の制定について
・農地利用最適化交付金事業が創設されたことにより、農地集積の成果等を踏まえ能率給して
農業委員報酬に加算するように改正。

　○嘉島町都市公園条例の一部を改正する条例の制定について
　　・藤田地区（上六嘉）の開発で整備された公園が開発業者から町に寄附されたもの。

　○平成28年度 嘉島町一般会計補正予算（第9号）
　　・既定の予算に31億6338万2千円を追加し、歳入歳出総額を120億2794万1千円に。

　○平成28年度 嘉島町国民健康保険特別会計補正予算（第3号）
　　・既定の予算に3551万8千円を追加し、歳入歳出総額を12億4618万2千円に。

　○平成28年度 嘉島町介護保険特別会計補正予算（第2号）
　　・既定の予算に1711万円を追加し、歳入歳出総額を8億16万6千円に。

　○平成28年度 嘉島町公共下水道事業特別会計補正予算（第4号）
　　・既定の予算から5180万4千円を減額し、歳入歳出総額を13億1671万6千円に。

　○平成28年度 嘉島町後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号）
　　・既定の予算から1244万2千円を減額し、歳入歳出総額を1億397万5千円に。
　

　○地方議会議員の厚生年金制度への加入を求める意見書の提出について

　○教育委員会の委員の選任に付き同意を求めることについて
　　・伊藤洋典氏（再任・現熊本大学法学部教授）

　○教育委員会の教育長の選任に付き同意を求めることについて
　　・髙野　隆氏（前嘉島中学校校長）

議案審議　承認・可決された議案

議員提出議案　可決された議案

同意案件　同意された案件

平成28年　第４回

12月定例会
12月5日～7日

専決処分、条例改正、補正予算等９件が提案され、承認・可決しました。

また、議員提出議案１件、同意案２件についても、可決・同意しました。

　平成28年度の一般会計が、今回の補正で120億2794万１千円となった。補正（第１号～９

号で約80億）の殆どは熊本地震関連で、補正後の総額が嘉島町政で初めて100億を突破し

通常年の約３倍となった。

　
新
春
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
熊
本
地
震
か
ら
10
ヶ

月
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
議
会
で

は
、
一
日
も
早
い
生
活
再
建
を
願
う
町
民
の
皆
様
の

切
実
な
声
に
耳
を
傾
け
、
町
政
へ
の
反
映
に
努
め
、

復
興
に
向
け
て
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
本
町
議
会
は
、
こ
れ
か
ら
も
、
被
災
さ
れ
た
方
々

の
生
活
の
再
建
と
本
町
の
復
興
が
着
実
に
で
き
ま
す

よ
う
に
、
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
議
会
活
動
の
活
性
化
・
透
明
化
を
図
る
た

め
、
広
報
誌
に
よ
る
広
報
活
動
に
も
力
を
注
い
で
ま

い
り
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、

ご
挨
拶
と
し
ま
す
。

一般会計予算が120億2700万円超に
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一
部
損
壊
の
家
屋
に
対
す

る
義
援
金
の
配
分
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。
　

　
一
部
損
壊
の
被
災
者
に
対

す
る
義
援
金
の
配
分
に
つ
き

ま
し
て
は
、
町
長
の
町
政
報

告
に
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、

10
月
14
日
に
県
と
市
町
村
の

意
見
交
換
会
が
開
催
さ
れ
、

県
に
対
す
る
義
援
金
か
ら
の

配
分
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
県
の
義
援
金
配

分
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、

「
１
０
０
万
円
以
上
の
条
件

に
該
当
す
る
修
理
を
行
っ
た

被
災
者
に
対
し
て
、
10
万
円

の
義
援
金
の
配
分
を
行
う
」

と
い
う
決
定
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
こ
れ
に
基
づ
き
本
町

も
申
請
受
付
を
行
い
、
で
き

る
だ
け
早
い
時
期
に
配
分
を

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
嘉
島
町
に
対
す
る

義
援
金
の
、
一
部
損
壊
に
関

す
る
対
応
に
つ
き
ま
し
て
は
、

半
壊
以
上
や
人
的
被
害
を
含

め
た
被
災
者
全
体
で
検
討
す

る
必
要
も
あ
り
ま
す
の
で
、

他
の
被
災
自
治
体
と
協
議
を

行
い
、
そ
の
決
定
に
基
づ
く

取
り
扱
い
を
行
う
予
定
と
し

て
お
り
ま
す
。

　
嘉
島
町
震
災
復
興
基
本
方

針
の
「
く
ら
し
・
生
活
と
社

会
基
盤
の
復
旧
」
の
中
で
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
と
あ
る
が
、
具
体
的

に
は
、
ど
う
い
う
こ
と
を
進

め
る
の
か
。

　
熊
本
地
震
は
、
嘉
島
町
に

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま

し
た
が
、
町
民
の
皆
さ
ん
が

一
日
も
早
く
日
常
の
生
活
に

戻
れ
る
よ
う
、
応
急
仮
設
住

宅
と
み
な
し
仮
設
住
宅
へ
の

入
居
や
被
災
住
宅
の
応
急
修

理
を
進
め
て
い
ま
す
が
、「
す

ま
い
」
の
自
主
再
建
の
促
進

や
災
害
公
営
住
宅
の
建
設
な

ど
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
く
ら

し
・
生
活
を
再
建
す
る
と
と

も
に
、
防
災
体
制
を
強
化
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
道
路
、
下
水

道
や
庁
舎
、
学
校
等
の
公
共

施
設
な
ど
の
社
会
基
盤
を
復

旧
す
る
と
と
も
に
、
熊
本
地

震
を
踏
ま
え
た
町
防
災
計
画

の
見
直
し
や
地
方
公
共
団
体

自
身
が
被
災
し
た
状
況
下
に

お
い
て
、
業
務
継
続
に
必
要

な
資
源
の
確
保
等
を
あ
ら
か

じ
め
定
め
た
業
務
継
続
計
画

（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
を
策
定
い
た
し

ま
す
。

　
住
宅
の
耐
震
化
に
つ
い
て

は
、
町
民
が
安
心
し
て
住
み

続
け
ら
れ
る
よ
う
住
宅
の
耐

震
化
を
促
進
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
が
、
本
町
で
は
建
築

基
準
法
の
耐
震
基
準
が
強
化

さ
れ
る
前
の
昭
和
56
年
５
月

31
日
以
前
に
建
て
ら
れ
た
木

造
住
宅
に
対
し
て
、
耐
震
診

断
及
び
耐
震
改
修
に
要
す
る

費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
制

度
を
利
用
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
町
民
の
防
災
に
関

す
る
意
識
啓
発

や
各
家
庭
に
お

け
る
食
糧
備
蓄
、

予
防
的
避
難
な

ど
災
害
発
生
時

に
自
ら
を
守
る

「
自
助
」
に
よ

る
災
害
対
応
力

の
向
上
を
図
る

と
と
も
に
、
消

防
団
、
自
主
防

災
組
織
の
活
動

支
援
な
ど
地
域

で
お
互
い
に
助

け
合
う
「
共

助
」
に
よ
る
地

域
防
災
力
の
向
上
を
図
り
ま

す
。

　
今
回
の
熊
本
地
震
で
は
、

国
、
県
、
他
自
治
体
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
等
の
民
間
団

体
か
ら
人
的
支
援
や
物
資
の

提
供
な
ど
多
様
な
力
強
い
ご

支
援
を
頂
き
ま
し
た
が
、
今

後
も
他
自
治
体
や
関
係
団
体

等
と
の
連
携
を
強
化
し
て
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
参
り
ま
す
。
　
　
　

　
　
　
　
　
　

川
野 

伸
一
議
員

道
路
交
通
法
の
改
正

（
高
齢
者
の
免
許
更
新
）

に
対
す
る
町
の
対
応
に

つ
い
て

問

県
道
熊
本
嘉
島
線（
緑

川
堤
防
）の
４
車
線
化

に
つ
い
て

震
災
に
お
け
る
一
部
損

壊
家
屋
に
対
す
る
義
援

金
に
つ
い
て

災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て

問

　
来
年
３
月
の
道
路
交
通
法

改
正
に
伴
い
高
齢
者
（
75
歳

以
上
）
の
認
知
症
検
査
が
義

務
付
け
ら
れ
る
が
、
免
許
を

失
効
し
た
高
齢
者
の
買
物
や

通
院
に
対
す
る
町
独
自
の
対

策
は
検
討
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
認
知
症
の
高
齢
運
転
手
へ

の
対
策
を
強
化
す
る
改
正
道

路
交
通
法
施
行
令
が
、
平
成

29
年
３
月
12
日
か
ら
施
行
さ

れ
、
75
歳
以
上
の
運
転
手
が
、

こ
れ
ま
で
免
許
更
新
時
に
受

け
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
認

知
機
能
検
査
に
つ
い
て
、
施

行
後
は
認
知
機
能
が
低
下
し

た
と
き
に
起
き
や
す
い
一
定

の
違
反
行
為
が
あ
れ
ば
、
３

年
を
待
た
ず
に
新
設
さ
れ
た

臨
時
の
認
知
機
能
検
査
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
臨
時
認
知
機
能
検
査
の
対

象
と
な
る
信
号
無
視
や
逆
走
、

一
時
不
停
止
等
の
違
反
行
為

は
、
い
ず
れ
も
認
知
能
力
の

低
下
と
結
び
つ
き
が
強
い
行

為
と
さ
れ
、
違
反
時
に
検
査

す
る
こ
と
で
重
大
な
事
故
を

未
然
に
防
ぐ
の
が
狙
い
と

な
っ
て
い
ま
す
。
臨
時
検
査

で
認
知
症
の
お
そ
れ
が
あ
る

と
判
定
さ
れ
た
方
は
医
師
の

診
察
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
診
断
の
結
果
、
認
知
症

と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、
免

許
取
り
消
し
等
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

　
ご
質
問
の
免
許
を
失
効
し

た
高
齢
者
の
買
物
や
通
院
に

対
す
る
町
独
自
の
対
策
と
し

ま
し
て
は
、
本
年
度
４
月
１

日
現
在
に
お
い
て
72
歳
以
上

の
高
齢
者
に
対
し
バ
ス
・
タ

ク
シ
ー
優
待
乗
車
券
を
１
万

円
分
配
布
す
る
高
齢
者
バ

ス
・
タ
ク
シ
ー
優
待
乗
車
券

交
付
事
業
が
あ
り
ま
す
の
で
、

移
動
等
の
際
に
ご
利
用
頂
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
な
お
、
高
齢
の
方
々
等
の

移
動
手
段
の
一
つ
と
し
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
等
が
あ

り
ま
す
が
、
現
在
の
車
社
会

に
お
い
て
公
共
交
通
で
あ
る

路
線
バ
ス
に
つ
き
ま
し
て
も
、

そ
の
利
用
率
が
ピ
ー
ク
時
の

３
割
ま
で
落
ち
込
ん
で
事
業

者
の
経
営
が
厳
し
く
、
国
・

県
・
市
町
村
が
赤
字
分
を
補

て
ん
し
路
線
バ
ス
を
存
続
さ

せ
て
い
る
状
況
で
あ
り
ま
す

の
で
、
そ
の
取
り
組
み
は
難

し
い
も
の
と
思
い
ま
す
。

答
弁
を
受
け
て

　
現
在
で
は
買
物
や
通
院
が

す
べ
て
本
町
内
で
済
む
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
本
町
の
地

形
に
合
せ
東
西
を
結
ぶ
交
通

機
関
が
あ
れ
ば
も
っ
と
利
便

性
向
上
に
繋
が
る
の
で
は
な

い
か
。
是
非
と
も
バ
ス
、
タ

ク
シ
ー
券
事
業
も
含
め
て
改

革
を
お
願
い
す
る
。

　
上
仲
間
・
下
仲
間
に
於
い

て
企
業
進
出
が
進
ん
で
お
り
、

今
後
の
交
通
量
等
の
増
加
を

予
想
す
る
と
県
道
熊
本
嘉
島

線
の
４
車
線
化
を
は
か
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
緑
川
に
お
い
て
は
、
堤
防

等
が
被
災
し
た
た
め
、
国
土

交
通
省
に
よ
る
復
旧
工
事
を

実
施
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
早
期
の
完

了
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　
緑
川
の
右
岸
堤
防
で
あ
る

県
道
熊
本
嘉
島
線
に
お
い
て

近
年
交
通
量
が
増
加
し
て
お

り
、
道
路
管
理
者
で
あ
る
熊

本
県
に
よ
る
蓍
町
橋
交
差
点

改
良
工
事
が
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
事
業
が
完
了
す
る
こ
と
に

よ
り
渋
滞
緩
和
が
一
部
で
は

図
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
ご
質
問
の
と
お
り
上
仲

間
・
下
仲
間
区
に
企
業
進
出

が
決
定
し
、
復
興
に
向
け
た

５
つ
の
基
本
方
針

に
よ
る
定
住
促
進
、

企
業
誘
致
に
よ
り

町
内
の
交
通
量
の

増
加
が
予
想
さ
れ

ま
す
が
県
道
で
あ

れ
ば
道
路
管
理
者

で
あ
る
熊
本
県
で

交
通
量
を
調
査
し

将
来
対
応
さ
れ
る

も
の
と
考
え
ま
す
。

町
と
し
て
は
、
将

来
の
交
通
需
要
や

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
等
、
県
と
連
携

を
大
切
に
し
な
が

ら
情
報
を
共
有
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　答
弁
を
受
け
て

　
い
ず
れ
に
し
て

も
本
町
の
発
展
は

目
に
見
え
て
進
ん

で
お
り
交
通
イ
ン

フ
ラ
が
後
手
と

な
っ
て
い
る
懸
念

が
有
る
様
に
感
じ

る
。
今
後
を
見
据
え
て
総
合

的
に
計
画
を
さ
れ
る
事
を
期

待
す
る
。
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一
部
損
壊
の
家
屋
に
対
す

る
義
援
金
の
配
分
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。
　

　
一
部
損
壊
の
被
災
者
に
対

す
る
義
援
金
の
配
分
に
つ
き

ま
し
て
は
、
町
長
の
町
政
報

告
に
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、

10
月
14
日
に
県
と
市
町
村
の

意
見
交
換
会
が
開
催
さ
れ
、

県
に
対
す
る
義
援
金
か
ら
の

配
分
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
県
の
義
援
金
配

分
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、

「
１
０
０
万
円
以
上
の
条
件

に
該
当
す
る
修
理
を
行
っ
た

被
災
者
に
対
し
て
、
10
万
円

の
義
援
金
の
配
分
を
行
う
」

と
い
う
決
定
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
こ
れ
に
基
づ
き
本
町

も
申
請
受
付
を
行
い
、
で
き

る
だ
け
早
い
時
期
に
配
分
を

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
嘉
島
町
に
対
す
る

義
援
金
の
、
一
部
損
壊
に
関

す
る
対
応
に
つ
き
ま
し
て
は
、

半
壊
以
上
や
人
的
被
害
を
含

め
た
被
災
者
全
体
で
検
討
す

る
必
要
も
あ
り
ま
す
の
で
、

他
の
被
災
自
治
体
と
協
議
を

行
い
、
そ
の
決
定
に
基
づ
く

取
り
扱
い
を
行
う
予
定
と
し

て
お
り
ま
す
。

　
嘉
島
町
震
災
復
興
基
本
方

針
の
「
く
ら
し
・
生
活
と
社

会
基
盤
の
復
旧
」
の
中
で
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
と
あ
る
が
、
具
体
的

に
は
、
ど
う
い
う
こ
と
を
進

め
る
の
か
。

　
熊
本
地
震
は
、
嘉
島
町
に

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま

し
た
が
、
町
民
の
皆
さ
ん
が

一
日
も
早
く
日
常
の
生
活
に

戻
れ
る
よ
う
、
応
急
仮
設
住

宅
と
み
な
し
仮
設
住
宅
へ
の

入
居
や
被
災
住
宅
の
応
急
修

理
を
進
め
て
い
ま
す
が
、「
す

ま
い
」
の
自
主
再
建
の
促
進

や
災
害
公
営
住
宅
の
建
設
な

ど
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
く
ら

し
・
生
活
を
再
建
す
る
と
と

も
に
、
防
災
体
制
を
強
化
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
道
路
、
下
水

道
や
庁
舎
、
学
校
等
の
公
共

施
設
な
ど
の
社
会
基
盤
を
復

旧
す
る
と
と
も
に
、
熊
本
地

震
を
踏
ま
え
た
町
防
災
計
画

の
見
直
し
や
地
方
公
共
団
体

自
身
が
被
災
し
た
状
況
下
に

お
い
て
、
業
務
継
続
に
必
要

な
資
源
の
確
保
等
を
あ
ら
か

じ
め
定
め
た
業
務
継
続
計
画

（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
を
策
定
い
た
し

ま
す
。

　
住
宅
の
耐
震
化
に
つ
い
て

は
、
町
民
が
安
心
し
て
住
み

続
け
ら
れ
る
よ
う
住
宅
の
耐

震
化
を
促
進
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
が
、
本
町
で
は
建
築

基
準
法
の
耐
震
基
準
が
強
化

さ
れ
る
前
の
昭
和
56
年
５
月

31
日
以
前
に
建
て
ら
れ
た
木

造
住
宅
に
対
し
て
、
耐
震
診

断
及
び
耐
震
改
修
に
要
す
る

費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
制

度
を
利
用
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
町
民
の
防
災
に
関

す
る
意
識
啓
発

や
各
家
庭
に
お

け
る
食
糧
備
蓄
、

予
防
的
避
難
な

ど
災
害
発
生
時

に
自
ら
を
守
る

「
自
助
」
に
よ

る
災
害
対
応
力

の
向
上
を
図
る

と
と
も
に
、
消

防
団
、
自
主
防

災
組
織
の
活
動

支
援
な
ど
地
域

で
お
互
い
に
助

け
合
う
「
共

助
」
に
よ
る
地

域
防
災
力
の
向
上
を
図
り
ま

す
。

　
今
回
の
熊
本
地
震
で
は
、

国
、
県
、
他
自
治
体
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
等
の
民
間
団

体
か
ら
人
的
支
援
や
物
資
の

提
供
な
ど
多
様
な
力
強
い
ご

支
援
を
頂
き
ま
し
た
が
、
今

後
も
他
自
治
体
や
関
係
団
体

等
と
の
連
携
を
強
化
し
て
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
参
り
ま
す
。
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（
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や

通
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に
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独
自
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対
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は
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運
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手
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の
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を
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す
る
改
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道

路
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が
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平
成

29
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３
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日
か
ら
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行
さ

れ
、
75
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以
上
の
運
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手
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れ
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更
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て
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の
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、
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に
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た
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機
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時
認
知
機
能
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と
な
る
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や
逆
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、

一
時
不
停
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等
の
違
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行
為

は
、
い
ず
れ
も
認
知
能
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の
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下
と
結
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つ
き
が
強
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行

為
と
さ
れ
、
違
反
時
に
検
査

す
る
こ
と
で
重
大
な
事
故
を

未
然
に
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ぐ
の
が
狙
い
と

な
っ
て
い
ま
す
。
臨
時
検
査

で
認
知
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の
お
そ
れ
が
あ
る

と
判
定
さ
れ
た
方
は
医
師
の

診
察
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
診
断
の
結
果
、
認
知
症

と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、
免

許
取
り
消
し
等
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

　
ご
質
問
の
免
許
を
失
効
し

た
高
齢
者
の
買
物
や
通
院
に

対
す
る
町
独
自
の
対
策
と
し

ま
し
て
は
、
本
年
度
４
月
１

日
現
在
に
お
い
て
72
歳
以
上

の
高
齢
者
に
対
し
バ
ス
・
タ

ク
シ
ー
優
待
乗
車
券
を
１
万

円
分
配
布
す
る
高
齢
者
バ

ス
・
タ
ク
シ
ー
優
待
乗
車
券

交
付
事
業
が
あ
り
ま
す
の
で
、

移
動
等
の
際
に
ご
利
用
頂
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
な
お
、
高
齢
の
方
々
等
の

移
動
手
段
の
一
つ
と
し
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
等
が
あ

り
ま
す
が
、
現
在
の
車
社
会

に
お
い
て
公
共
交
通
で
あ
る

路
線
バ
ス
に
つ
き
ま
し
て
も
、

そ
の
利
用
率
が
ピ
ー
ク
時
の

３
割
ま
で
落
ち
込
ん
で
事
業

者
の
経
営
が
厳
し
く
、
国
・

県
・
市
町
村
が
赤
字
分
を
補

て
ん
し
路
線
バ
ス
を
存
続
さ

せ
て
い
る
状
況
で
あ
り
ま
す

の
で
、
そ
の
取
り
組
み
は
難

し
い
も
の
と
思
い
ま
す
。

答
弁
を
受
け
て

　
現
在
で
は
買
物
や
通
院
が

す
べ
て
本
町
内
で
済
む
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
本
町
の
地

形
に
合
せ
東
西
を
結
ぶ
交
通

機
関
が
あ
れ
ば
も
っ
と
利
便

性
向
上
に
繋
が
る
の
で
は
な

い
か
。
是
非
と
も
バ
ス
、
タ

ク
シ
ー
券
事
業
も
含
め
て
改

革
を
お
願
い
す
る
。

　
上
仲
間
・
下
仲
間
に
於
い

て
企
業
進
出
が
進
ん
で
お
り
、

今
後
の
交
通
量
等
の
増
加
を

予
想
す
る
と
県
道
熊
本
嘉
島

線
の
４
車
線
化
を
は
か
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
緑
川
に
お
い
て
は
、
堤
防

等
が
被
災
し
た
た
め
、
国
土

交
通
省
に
よ
る
復
旧
工
事
を

実
施
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
早
期
の
完

了
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　
緑
川
の
右
岸
堤
防
で
あ
る

県
道
熊
本
嘉
島
線
に
お
い
て

近
年
交
通
量
が
増
加
し
て
お

り
、
道
路
管
理
者
で
あ
る
熊

本
県
に
よ
る
蓍
町
橋
交
差
点

改
良
工
事
が
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
事
業
が
完
了
す
る
こ
と
に

よ
り
渋
滞
緩
和
が
一
部
で
は

図
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
ご
質
問
の
と
お
り
上
仲

間
・
下
仲
間
区
に
企
業
進
出

が
決
定
し
、
復
興
に
向
け
た

５
つ
の
基
本
方
針

に
よ
る
定
住
促
進
、

企
業
誘
致
に
よ
り

町
内
の
交
通
量
の

増
加
が
予
想
さ
れ

ま
す
が
県
道
で
あ

れ
ば
道
路
管
理
者

で
あ
る
熊
本
県
で

交
通
量
を
調
査
し

将
来
対
応
さ
れ
る

も
の
と
考
え
ま
す
。

町
と
し
て
は
、
将

来
の
交
通
需
要
や

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
等
、
県
と
連
携

を
大
切
に
し
な
が

ら
情
報
を
共
有
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　答
弁
を
受
け
て

　
い
ず
れ
に
し
て

も
本
町
の
発
展
は

目
に
見
え
て
進
ん

で
お
り
交
通
イ
ン

フ
ラ
が
後
手
と

な
っ
て
い
る
懸
念

が
有
る
様
に
感
じ

る
。
今
後
を
見
据
え
て
総
合

的
に
計
画
を
さ
れ
る
事
を
期

待
す
る
。

答
企
画
情
報
課
長

答
建
設
課
長

問答
総
務
課
長

答
企
画
情
報
課
長

中
津 

芳
春
議
員

問
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本
町
に
お
い
て
、
熊
本
地

震
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受

け
、
町
長
は
じ
め
町
職
員
、

消
防
団
の
皆
さ
ん
の
ご
尽
力

と
ご
支
援
、
ご
苦
労
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
回
の
地
震
に
よ
り
町
民

の
皆
様
は
色
々
な
経
験
を
さ

れ
、
将
来
の
不
安
を
抱
え
な

が
ら
も
一
生
懸
命
自
立
に
向

け
て
の
生
活
を
送
っ
て
お
ら

れ
ま
す
。
震
災
後
７
ケ
月
間

が
経
過
し
、
ま
だ
ま
だ
安
心

で
き
な
い
中
、
最
近
で
は
鳥

取
県
中
部
地
震
が
発
生
、
日

本
各
地
で
大
規
模
な
地
震
が

多
発
し
て
い
る
現
状
で
あ
り
、

中
で
も
備
蓄
の
話
題
が
多
く

と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
と

全
国
で
も
、
県
、
市
町
村
備

蓄
第
一
位
が
毛
布
等
で
１
，

６
２
３
団
体
、
第
２
位
が
飲

料
水
１
，２
４
９
団
体
で
あ

り
、
ほ
と
ん
ど
の
自
治
体
が

約
20
品
目
を
備
蓄
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。
今
後
の
危
機

管
理
を
考
え
３
項
目
に
つ
い

て
お
尋
ね
致
し
ま
す
。

１
、
県
と
の
連
携
備
蓄
は
あ

る
の
か
。

２
、
備
蓄
品
目
の
種
類
は
何

種
類
く
ら
い
あ
る
の
か
。

３
、
町
の
目
標
備
蓄
数
量
は

ど
れ
く
ら
い
を
想
定
し
て
い

る
の
か
。

　
ま
ず
、「
県
と
の
連
携
備

蓄
は
あ
る
の
か
」
と
い
う
ご
質

問
で
す
が
。

　
こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
あ

り
ま
せ
ん
。

　
次
に「
備
蓄
品
目
の
種
類
」

に
関
す
る
ご
質
問
で
す
が
、

現
在
、町
に
あ
る
備
蓄
品
と

し
ま
し
て
は
、
今
回
の
震
災

の
支
援
で
い
た
だ
い
た
「
飲

料
水
」
２
Ｌ
が
８
５
０
本
、

非
常
食
の
「
羊
か
ん
」
が
１
，

０
０
０
本
、「
毛
布
」が
70
枚

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
な
お
、「
目
標
備
蓄
数
量
」

に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
長
の

町
政
報
告
に
あ
り
ま
し
た
よ

う
に
現
在
検
討
し
て
お
り
ま

す
が
、
５
年
程
度
の
保
存
期

間
が
あ
り
発
災
直
後
緊
急
に

必
要
な
も
の
と
し
て
、
食
糧

が
「
ア
ル
フ
ァ
米
、
パ
ス
タ
、

乾
パ
ン
」の
３
種
類
を
各
種
３
，

０
０
０
、物
品
と
し
て
は
「
毛

布
」
１
，
５
０
０
枚
を
目
標

数
量
と
し
て
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
自
助
と
し
て
家
庭

に
お
け
る
備
蓄
に
関
し
て
も
、

「
普
段
の
食
事
に
利
用
す
る

缶
詰
や
レ
ト
ル
ト
食
品
な
ど

を
備
蓄
食
糧
と
し
、
古
い
も

の
か
ら
使
い
、
使
っ
た
分
は

買
い
足
し
て
常
に
一
定
量
を

保
つ
方
法
」
等
の
啓
発
を
行

い
、
各
家
庭
で
の
備
蓄
が
普

及
す
る
よ
う
推
進
し
て
参
り

ま
す
。

答
弁
を
受
け
て

　
こ
の
質
問
を
し
ま
し
た
の

は
、
４
月
16
日
の
本
震
の
際
、

区
民
の
皆
様
や
区
長
、
消
防

団
員
の
方
た
ち
と
焚
き
火
を

し
て
一
夜
を
明
か
し
た
時
に
、

寒
さ
に
震
え
て
お
ら
れ
る
姿

を
見
て
、
毛
布
等
が
あ
れ
ば
、

少
し
で
も
寒
さ
に
耐
え
ら
れ

る
と
実
感
し
、
備
蓄
の
大
切

さ
を
感
じ
た
か
ら
で
す
。

鍋
田 

　平
議
員

災
害
義
援
金
の
配
分

問

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
の

確
保

震
災
を
受
け
て
の
防
災

に
対
す
る
危
機
管
理
対

策（
備
蓄
）は

問

　
現
在
、
熊
本
県
か
ら
第
１

次
か
ら
第
４
次
ま
で
の
災
害

義
援
金
が
配
分
さ
れ
て
い
ま

す
。
県
か
ら
配
分
さ
れ
た
災

害
義
援
金
は
対
象
者
に
県
の

基
準
に
従
っ
て
配
分
さ
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
が
、
義
援

金
の
情
報
が
混
乱
し
て
お
り
、

配
分
額
が
分
か
り
づ
ら
い
の

で
対
象
者
に
配
分
さ
れ
る
総

額
を
具
体
的
に
お
尋
ね
し
ま

す
。
ま
た
、
嘉
島
町
に
支
援

し
て
頂
い
て
い
る
義
援
金
の

総
額
と
活
用
に
つ
い
て
も
お

尋
ね
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
熊
本
県
か
ら

４
回
の
配
分
が
あ
っ
て
お
り
、

そ
の
総
額
は
４
億
５
２
８
０

万
円
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
を

受
け
て
、
こ
れ
ま
で
随
時
受

付
を
行
い
な
が
ら
、
町
か
ら

５
回
の
支
払
い
を
行
っ
て
お

り
、
そ
の
総
額
は
４
億

5
6
6
0
万
円
で
す
。
な
お
、

配
分
基
準
い
わ
ゆ
る
配
分
額

に
つ
き
ま
し
て
は
、
人
的
被

害
が
死
亡
に
つ
き
１
０
０
万

円
、
重
傷
に
つ
い
て
は
10
万

円
、
物
的
被
害
が
全
壊
に
対

し
80
万
円
、
半
壊
以
上
が
40

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
本
町
が
頂
き
ま
し
た
義

援
金
の
総
額
に
つ
き
ま
し
て

は
３
６
９
２
万
４
３
０
０
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。
活
用
に

つ
き
ま
し
て
は
、
他
の
被
害

自
治
体
と
協
議
を
行
い
、
そ

の
決
定
に
基
づ
く
取
扱
い
を

行
う
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
熊
本
地
震
に
よ
り
、
各
地

域
の
公
園
は
仮
設
住
宅
と
し

て
有
効
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
復
旧
復
興
に
は
ま

だ
ま
だ
時
間
が
必
要
で
、
本

来
の
公
園
と
し
て
使
用
出
来

る
ま
で
に
は
相
当
な
時
間
が

か
か
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
今

ま
で
、
公
園
を
利
用
し
て
グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
さ
れ
て
い

た
皆
様
の
健
康
管
理
が
心
配

で
す
。
一
時
的
に
田
ん
ぼ
を

借
り
上
げ
る
な
ど
し
て
、
グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
を
確
保
す

る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
か
。

　
各
行
政
区
に
あ
る
公
園
は

仮
設
住
宅
で
有
効
活
用
さ
れ

て
い
る
た
め
、
ご
指
摘
の
件

に
関
し
て
は
懸
念
し
て
い
ま

す
。
現
在
。
都
市
公
園
の
災

害
復
旧
に
つ
い
て
は
、
11
月

下
旬
ま
で
に
は
大
半
の
工
事

発
注
を
終
え
、
工
事
着
手
の

た
め
の
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
こ
の
災
害
復
旧
を
必
要

と
す
る
常
設
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ

ル
フ
専
用
コ
ー
ス
を
持
つ
、

高
田
み
ん
な
の
広
場
公
園
も

含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
優

先
的
に
コ
ー
ス
復
旧
を
行
い
、

極
力
早
期
に
皆
様
が
利
用
出

来
る
よ
う
に
努
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
こ
の
グ
ラ
ン

ド
は
３
コ
ー
ス
あ
り
多
数
の

利
用
が
可
能
で
す
の
で
、
態

勢
を
早
く
整
え
た
い
と
思
い

ま
す
。
町
と
し
て
は
現
在
使

用
可
能
な
町
営
グ
ラ
ン
ド
の

利
用
や
、
高
田
み
ん
な
の
広

場
が
使
用
可
能
と
な
っ
た
時
、

行
政
区
間
の
団
体
で
利
用
さ

れ
る
場
合
、
町
営
グ
ラ
ン
ド

の
使
用
料
に
準
じ
て
団
体
１

時
間
３
０
０
円
を
期
間
限
定

で
行
な
う
こ
と
を
考
え
て
い

ま
す
。

　
以
前
に
も
取
り
上
げ
ら
れ

た
、
鯰
・
森
崎
橋
線
は
土
地

区
画
整
理
事
業
と
し
て
整
備

計
画
は
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

大
変
遅
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
「
地
震
で
被
災
さ
れ

た
方
の
再
建
計
画
が
出
来
な

い
。
土
地
の
登
記
が
で
き
ず

金
融
機
関
か
ら
の
融
資
が
受

け
ら
れ
な
い
」
等
、
地
権
者

の
方
に
不
安
を
与
え
て
い
る

と
思
い
ま
す
が
、
現
在
の
進

捗
状
況
を
。

　
熊
本
地
震
が
激
甚
災
害
に

指
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

事
業
の
メ
ニ
ュ
ー
で
あ
る

「
被
災
地
に
お
け
る
復
興
ま

ち
づ
く
り
総
合
支
援
事
業
」

が
地
区
要
件
を
満
た
す
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
本
町
も
こ

の
総
合
支
援
事
業
を
活
用
し
、

来
年
度
よ
り
全
行
政
区
を
対

象
と
し
た
復
旧
・
復
興
計
画

の
精
査
を
行
う
予
定
で
す
。

ご
指
摘
の
鯰
地
区
を
南
北
に

横
断
す
る
都
市
計
画
道
路
鯰

森
崎
橋
線
及
び
そ
の
他
道
路

と
宅
地
整
備
に
関
し
ま
し
て

は
、
先
ほ
ど
述
べ
た
事
業
と

連
携
し
つ
つ
、
現
状
に
即
し

た
計
画
検
討
を
行
い
、
震
災

で
被
災
さ
れ
た
町
民
の
方
々

の
生
活
再
建
に
務
め
ま
す
。

現
在
、
都
市
計
画
道
路
鯰
森

崎
橋
線
に
つ
い
て
は
概
略
の

平
面
図
を
元
に
、
新
築
さ
れ

る
方
に
は
、
出
来
る
だ
け
線

形
に
当
た
ら
な
い
よ
う
個
別

の
相
談
を
さ
せ
て
頂
い
て
お

り
ま
す
。

　
最
後
に
、
滝
河
原
の
土
地

区
画
整
理
事
業
の
土
地
の
登

記
に
関
し
、
事
業
の
性
質
上
、

事
業
完
了
を
も
っ
て
手
続
き

が
可
能
と
な
る
た
め
、
関
係

権
利
者
の
皆
様
に
は
ご
迷
惑

お
掛
け
し
て
い
ま
す
。
町
と

し
て
も
事
業
全
体
の
区
域
で

は
な
く
、
道
路
で
区
切
ら
れ

た
街
区
ご
と
の
登
記
が
で
き

な
い
か
国
へ
相
談
し
ま
し
た

が
、
区
画
整
理
法
で
ど
う
し

て
も
出
来
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
残
り
の
工
事
も
１
箇

所
は
ご
協
力
を
頂
き
段
取
り

中
で
、
あ
と
１
箇
所
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
土
地
を
担

保
に
融
資
を
受
け
る
場
合
な

ど
は
、
町
と
本
人
と
銀
行
の

３
者
同
意
の
諸
手
続
き
を

持
っ
て
対
応
可
能
と
な
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
ご
相
談
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

答
総
務
課
長

答
建
設
課
長

答
建
設
課
長

問

答
総
務
課
長

富
山 

　勝
議
員

都
市
計
画
道
路

問

高田みんなの広場公園

各地から贈られてきた物資
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本
町
に
お
い
て
、
熊
本
地

震
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受

け
、
町
長
は
じ
め
町
職
員
、

消
防
団
の
皆
さ
ん
の
ご
尽
力

と
ご
支
援
、
ご
苦
労
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
回
の
地
震
に
よ
り
町
民

の
皆
様
は
色
々
な
経
験
を
さ

れ
、
将
来
の
不
安
を
抱
え
な

が
ら
も
一
生
懸
命
自
立
に
向

け
て
の
生
活
を
送
っ
て
お
ら

れ
ま
す
。
震
災
後
７
ケ
月
間

が
経
過
し
、
ま
だ
ま
だ
安
心

で
き
な
い
中
、
最
近
で
は
鳥

取
県
中
部
地
震
が
発
生
、
日

本
各
地
で
大
規
模
な
地
震
が

多
発
し
て
い
る
現
状
で
あ
り
、

中
で
も
備
蓄
の
話
題
が
多
く

と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
と

全
国
で
も
、
県
、
市
町
村
備

蓄
第
一
位
が
毛
布
等
で
１
，

６
２
３
団
体
、
第
２
位
が
飲

料
水
１
，２
４
９
団
体
で
あ

り
、
ほ
と
ん
ど
の
自
治
体
が

約
20
品
目
を
備
蓄
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。
今
後
の
危
機

管
理
を
考
え
３
項
目
に
つ
い

て
お
尋
ね
致
し
ま
す
。

１
、
県
と
の
連
携
備
蓄
は
あ

る
の
か
。

２
、
備
蓄
品
目
の
種
類
は
何

種
類
く
ら
い
あ
る
の
か
。

３
、
町
の
目
標
備
蓄
数
量
は

ど
れ
く
ら
い
を
想
定
し
て
い

る
の
か
。

　
ま
ず
、「
県
と
の
連
携
備

蓄
は
あ
る
の
か
」
と
い
う
ご
質

問
で
す
が
。

　
こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
あ

り
ま
せ
ん
。

　
次
に「
備
蓄
品
目
の
種
類
」

に
関
す
る
ご
質
問
で
す
が
、

現
在
、町
に
あ
る
備
蓄
品
と

し
ま
し
て
は
、
今
回
の
震
災

の
支
援
で
い
た
だ
い
た
「
飲

料
水
」
２
Ｌ
が
８
５
０
本
、

非
常
食
の
「
羊
か
ん
」
が
１
，

０
０
０
本
、「
毛
布
」が
70
枚

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
な
お
、「
目
標
備
蓄
数
量
」

に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
長
の

町
政
報
告
に
あ
り
ま
し
た
よ

う
に
現
在
検
討
し
て
お
り
ま

す
が
、
５
年
程
度
の
保
存
期

間
が
あ
り
発
災
直
後
緊
急
に

必
要
な
も
の
と
し
て
、
食
糧

が
「
ア
ル
フ
ァ
米
、
パ
ス
タ
、

乾
パ
ン
」の
３
種
類
を
各
種
３
，

０
０
０
、物
品
と
し
て
は
「
毛

布
」
１
，
５
０
０
枚
を
目
標

数
量
と
し
て
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
自
助
と
し
て
家
庭

に
お
け
る
備
蓄
に
関
し
て
も
、

「
普
段
の
食
事
に
利
用
す
る

缶
詰
や
レ
ト
ル
ト
食
品
な
ど

を
備
蓄
食
糧
と
し
、
古
い
も

の
か
ら
使
い
、
使
っ
た
分
は

買
い
足
し
て
常
に
一
定
量
を

保
つ
方
法
」
等
の
啓
発
を
行

い
、
各
家
庭
で
の
備
蓄
が
普

及
す
る
よ
う
推
進
し
て
参
り

ま
す
。

答
弁
を
受
け
て

　
こ
の
質
問
を
し
ま
し
た
の

は
、
４
月
16
日
の
本
震
の
際
、

区
民
の
皆
様
や
区
長
、
消
防

団
員
の
方
た
ち
と
焚
き
火
を

し
て
一
夜
を
明
か
し
た
時
に
、

寒
さ
に
震
え
て
お
ら
れ
る
姿

を
見
て
、
毛
布
等
が
あ
れ
ば
、

少
し
で
も
寒
さ
に
耐
え
ら
れ

る
と
実
感
し
、
備
蓄
の
大
切

さ
を
感
じ
た
か
ら
で
す
。

鍋
田 

　平
議
員

災
害
義
援
金
の
配
分

問

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
の

確
保

震
災
を
受
け
て
の
防
災

に
対
す
る
危
機
管
理
対

策（
備
蓄
）は

問

　
現
在
、
熊
本
県
か
ら
第
１

次
か
ら
第
４
次
ま
で
の
災
害

義
援
金
が
配
分
さ
れ
て
い
ま

す
。
県
か
ら
配
分
さ
れ
た
災

害
義
援
金
は
対
象
者
に
県
の

基
準
に
従
っ
て
配
分
さ
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
が
、
義
援

金
の
情
報
が
混
乱
し
て
お
り
、

配
分
額
が
分
か
り
づ
ら
い
の

で
対
象
者
に
配
分
さ
れ
る
総

額
を
具
体
的
に
お
尋
ね
し
ま

す
。
ま
た
、
嘉
島
町
に
支
援

し
て
頂
い
て
い
る
義
援
金
の

総
額
と
活
用
に
つ
い
て
も
お

尋
ね
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
熊
本
県
か
ら

４
回
の
配
分
が
あ
っ
て
お
り
、

そ
の
総
額
は
４
億
５
２
８
０

万
円
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
を

受
け
て
、
こ
れ
ま
で
随
時
受

付
を
行
い
な
が
ら
、
町
か
ら

５
回
の
支
払
い
を
行
っ
て
お

り
、
そ
の
総
額
は
４
億

5
6
6
0
万
円
で
す
。
な
お
、

配
分
基
準
い
わ
ゆ
る
配
分
額

に
つ
き
ま
し
て
は
、
人
的
被

害
が
死
亡
に
つ
き
１
０
０
万

円
、
重
傷
に
つ
い
て
は
10
万

円
、
物
的
被
害
が
全
壊
に
対

し
80
万
円
、
半
壊
以
上
が
40

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
本
町
が
頂
き
ま
し
た
義

援
金
の
総
額
に
つ
き
ま
し
て

は
３
６
９
２
万
４
３
０
０
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。
活
用
に

つ
き
ま
し
て
は
、
他
の
被
害

自
治
体
と
協
議
を
行
い
、
そ

の
決
定
に
基
づ
く
取
扱
い
を

行
う
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
熊
本
地
震
に
よ
り
、
各
地

域
の
公
園
は
仮
設
住
宅
と
し

て
有
効
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
復
旧
復
興
に
は
ま

だ
ま
だ
時
間
が
必
要
で
、
本

来
の
公
園
と
し
て
使
用
出
来

る
ま
で
に
は
相
当
な
時
間
が

か
か
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
今

ま
で
、
公
園
を
利
用
し
て
グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
さ
れ
て
い

た
皆
様
の
健
康
管
理
が
心
配

で
す
。
一
時
的
に
田
ん
ぼ
を

借
り
上
げ
る
な
ど
し
て
、
グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
を
確
保
す

る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
か
。

　
各
行
政
区
に
あ
る
公
園
は

仮
設
住
宅
で
有
効
活
用
さ
れ

て
い
る
た
め
、
ご
指
摘
の
件

に
関
し
て
は
懸
念
し
て
い
ま

す
。
現
在
。
都
市
公
園
の
災

害
復
旧
に
つ
い
て
は
、
11
月

下
旬
ま
で
に
は
大
半
の
工
事

発
注
を
終
え
、
工
事
着
手
の

た
め
の
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
こ
の
災
害
復
旧
を
必
要

と
す
る
常
設
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ

ル
フ
専
用
コ
ー
ス
を
持
つ
、

高
田
み
ん
な
の
広
場
公
園
も

含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
優

先
的
に
コ
ー
ス
復
旧
を
行
い
、

極
力
早
期
に
皆
様
が
利
用
出

来
る
よ
う
に
努
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
こ
の
グ
ラ
ン

ド
は
３
コ
ー
ス
あ
り
多
数
の

利
用
が
可
能
で
す
の
で
、
態

勢
を
早
く
整
え
た
い
と
思
い

ま
す
。
町
と
し
て
は
現
在
使

用
可
能
な
町
営
グ
ラ
ン
ド
の

利
用
や
、
高
田
み
ん
な
の
広

場
が
使
用
可
能
と
な
っ
た
時
、

行
政
区
間
の
団
体
で
利
用
さ

れ
る
場
合
、
町
営
グ
ラ
ン
ド

の
使
用
料
に
準
じ
て
団
体
１

時
間
３
０
０
円
を
期
間
限
定

で
行
な
う
こ
と
を
考
え
て
い

ま
す
。

　
以
前
に
も
取
り
上
げ
ら
れ

た
、
鯰
・
森
崎
橋
線
は
土
地

区
画
整
理
事
業
と
し
て
整
備

計
画
は
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

大
変
遅
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
「
地
震
で
被
災
さ
れ

た
方
の
再
建
計
画
が
出
来
な

い
。
土
地
の
登
記
が
で
き
ず

金
融
機
関
か
ら
の
融
資
が
受

け
ら
れ
な
い
」
等
、
地
権
者

の
方
に
不
安
を
与
え
て
い
る

と
思
い
ま
す
が
、
現
在
の
進

捗
状
況
を
。

　
熊
本
地
震
が
激
甚
災
害
に

指
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

事
業
の
メ
ニ
ュ
ー
で
あ
る

「
被
災
地
に
お
け
る
復
興
ま

ち
づ
く
り
総
合
支
援
事
業
」

が
地
区
要
件
を
満
た
す
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
本
町
も
こ

の
総
合
支
援
事
業
を
活
用
し
、

来
年
度
よ
り
全
行
政
区
を
対

象
と
し
た
復
旧
・
復
興
計
画

の
精
査
を
行
う
予
定
で
す
。

ご
指
摘
の
鯰
地
区
を
南
北
に

横
断
す
る
都
市
計
画
道
路
鯰

森
崎
橋
線
及
び
そ
の
他
道
路

と
宅
地
整
備
に
関
し
ま
し
て

は
、
先
ほ
ど
述
べ
た
事
業
と

連
携
し
つ
つ
、
現
状
に
即
し

た
計
画
検
討
を
行
い
、
震
災

で
被
災
さ
れ
た
町
民
の
方
々

の
生
活
再
建
に
務
め
ま
す
。

現
在
、
都
市
計
画
道
路
鯰
森

崎
橋
線
に
つ
い
て
は
概
略
の

平
面
図
を
元
に
、
新
築
さ
れ

る
方
に
は
、
出
来
る
だ
け
線

形
に
当
た
ら
な
い
よ
う
個
別

の
相
談
を
さ
せ
て
頂
い
て
お

り
ま
す
。

　
最
後
に
、
滝
河
原
の
土
地

区
画
整
理
事
業
の
土
地
の
登

記
に
関
し
、
事
業
の
性
質
上
、

事
業
完
了
を
も
っ
て
手
続
き

が
可
能
と
な
る
た
め
、
関
係

権
利
者
の
皆
様
に
は
ご
迷
惑

お
掛
け
し
て
い
ま
す
。
町
と

し
て
も
事
業
全
体
の
区
域
で

は
な
く
、
道
路
で
区
切
ら
れ

た
街
区
ご
と
の
登
記
が
で
き

な
い
か
国
へ
相
談
し
ま
し
た

が
、
区
画
整
理
法
で
ど
う
し

て
も
出
来
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
残
り
の
工
事
も
１
箇

所
は
ご
協
力
を
頂
き
段
取
り

中
で
、
あ
と
１
箇
所
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
土
地
を
担

保
に
融
資
を
受
け
る
場
合
な

ど
は
、
町
と
本
人
と
銀
行
の

３
者
同
意
の
諸
手
続
き
を

持
っ
て
対
応
可
能
と
な
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
ご
相
談
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

答
総
務
課
長

答
建
設
課
長

答
建
設
課
長

問

答
総
務
課
長

富
山 

　勝
議
員

都
市
計
画
道
路

問
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こ
こ
ま
で
来
た

津
波
の
高
さ（
3.7m
）

総務・建設常任委員会研修報告

［研修者］ （総務委員長）宮本睦生 （総務副委員長）境野隆文　（総務委員）川上國治
 （総 務 委 員）春日堅一　（建 設 委 員 長）富山　勝

広報委員：春日堅一 広報委員：中津芳春

［研修者］ （経済厚生委員長）鍋田　平　（経済厚生副委員長）清﨑輝昭　（経済厚生委員）中津芳春　
 （建設副委員長）森田義雄　（建設委員）川野伸一　（議会事務局長）光橋憲司

期　日：平成28年11月16日（水）～11月18日（金）
研修先：宮城県東松島市役所
・研修事項
　この度の熊本地震により、本町も甚大な被害を受けた。当初、総
務常任員会において、5月18日より計画していた東松島市への行政視
察も大地震を目の当たりにし、断念せざるを得ない状況であった。
しかし、本町も8月には避難所の閉鎖、仮設住宅への入居、家屋解
体等、復興に向けた取り組みが一歩一歩着実に進んでいる。9月の
定例会終了後の全員協議会において、5年後の本町を見据え、再度、
研修を計画した。本来であれば、3つの常任委員会において研修を
行うところであったが、本年は、研修内容を広げ、建設常任委員を2班に分けた。総務常任委員会から4名、建設
常任委員会から1名の計5名で、東松島市の震災後の現状と課題について、東日本大震災当時の総務部長よりお話
を伺い、本町の復興へ役立てるいい機会をいただいた。
　東松島市は、平成17年4月1日に2つの町が合併し、東松島市となり、人口4万3千人、農業・漁業・観光・交流
等が盛んな市であった。農業は、水稲が主体で、施設園芸も各地で盛んに行われていた。漁業は、ノリ、カキの養
殖が中心である。ノリは、皇室献上品に毎年選ばれている。カキも、東松島市産は単年度出荷する貴重な1年物で、
味が濃く北海道から九州まで、市場で特に高い評価を得ている。また、観光・交流等については、特に海水浴や、
潮干狩り、遊覧船、釣りなどのマリンレジャーが楽しめる場が豊富である。更に、航空自衛隊松島基地では、ブルー
インパルスの展示飛行などを目当てに、全国から、航空ファンが
訪れている。
　その東松島市が、平成15年7月26日発生の宮城県北部連続地
震を教訓に、地震被害に備え、被害想定をしていたにも関わらず、
平成23年3月11日に想定外の東日本大震災により甚大な被害を受
け、死者1,110名、行方不明者24名、計1,134名と全市民の約3％
が犠牲となっている。当時、市長が被災地に顔も出さないと批判
の声があったという。しかし、災害対策本部において、本部長が
外へ出ると、本部の指揮を執るものがいなくなり、本部内の決断
に遅れが出るなど、全体へのマイナスの影響を防ぐため、例え批判の声が上がっても、持ち場を離れることはなかった。
自ら市民へ防災無線で、朝・昼・夜と１日3回本部の情報提供と協力要請を呼びかけられたとの事。現場へ出向くこ
とがすべてではなく、一人一人の立場で異なった取り組むべき役割があるのだと感じた。
　その後、将来にわたって安全な都市づくりや、防災集団移転、生活再建の復興状況、産業の復興状況、環境未
来都市構想など今後の復興に向けた取り組みをうかがった。
　現在、防災集団移転をしないと、再び津波による被害を受ける可能性が挙げられ
るため、防災集団移転用地717区画地を市内7箇所に用意し、整備を済ませた625区
画地（87.2％）を引き渡している。11月20日には、最後の92区画地を引き渡すことになっ
ており、着 と々新築工事も進んでいる状況である。また、災害公営住宅は、当初
1,010戸予定していたが、入居率（98.9％）が高く、特別に112戸追加され、全体で
1,122戸が認められている。そのうち、831戸（74.1％）が完成し、鍵の引き渡しも終
えている。
　今回の研修を受けて、熊本地震に重なる部分も多々あったが、津波に対する恐ろ
しさを目の当たりにし、本町においても津波が発生した場合、何処でどの高さまで影
響があるか、考える必要があると思った。また、熊本地震において、本町は、本部
長である町長の決断が早く、他市町村より復旧・復興に向け進んでいるところである。

東松山市議会会議室

野蒜地区集団移転予定地

旧野蒜駅

経済厚生・建設常任委員会研修報告
嘉島町の復興にむけて震災後の現状と課題について

期　日：平成28年11月28日（月）～11月30日（水）
研修先：新潟県長岡市山古志支所・中越メモリアル回廊・震災アーカイブセンター
・研修事項
　平成16年10月23日に発生した新潟中越地震から
12年の歳月が過ぎたが、復旧・復興に向け、ど
のような活動等をしたのかを山古志支所の防災担
当の平澤係長より研修を受けた。また、メモリア
ル回廊に展示してある震災直後の写真や長岡市内
にある震災アーカイブセンターでの航空写真等の詳
しい説明を受けた。
　初日の山古志地域は山間地域で冬場は積雪３～
４メートルになり、闘牛や錦鯉発祥の地として知ら
れている。
　当時の人口は14集落2,167人（690世帯）だった
が、家屋の被害に加え集落間の道路が寸断され孤立する状況が続き、全村民避難という苦渋の選択を余儀なくさ
れ、闘牛や錦鯉にも甚大な被害を受けたそうだ。
　その後50日位で長岡市内での仮設住宅入居が始まり約３年間の仮設暮らしの後、帰村されたのは全体の７割の
世帯に留まっているとのことである。
　復旧において大きな力になったのは、当時山古
志村と長岡市で合併協議が進んでおり、その合併
により職員数が多くなり（70名から2,000名）、人的
フォローが大きな助けになったそうだ。その後全国
からの支援や復興イベントの開催等を通じ復旧か
ら復興への礎ができたようだ。
　震災により各集落間が孤立し電気、水道はもとよ
り通信手段が寸断されたことを教訓に現在では衛
星通信無線を各集落に配置してあるとのことである。
　歴史と文化の継承を念頭に山古志の更なる復興
を感じさせる研修となり、本町の復興に生かしたい。

研修を終えて
   復旧は現況回復であり、復興は前より良く
なることであり、地域づくりである。山古志
の復興の為には定住人口を増やすことであ
るが、まずは交流人口を増やしていきたいと
のこと。このことは本町でも同様だと感じた。
又、山古志で宿泊した民宿の女将さんから
直接震災当時の様子を聞き、大変勉強に
なった。

山古志支所

地滑により寸断された道路

長岡市：震災アーカイブセンター

の びる   

の びる     
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平成29年復興に向けて
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今回は編集後記はお休みします
今後もご愛読よろしくお願いします

議会の事など、ご意見をお寄せ下さい。
　　　　　又、議会だよりの「声」も募集しております。

※次の議会は、3月に開催予定です。
議会の傍聴は議会当日に手続きすれば、どなたでも傍聴できます。
「声」の募集や傍聴などのお問い合わせは、議会事務局まで。（237-1111）
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主な議会活動（平成28年10月から29年１月まで）
嘉島東小学校
高田みんなの広場公園

嘉島東小体育祭（東校区議員）
緑川復興イベント（議長・春日）10月 2日

町民会館（アクア）町敬老会（議長）10月 4日
嘉島幼稚園嘉島幼稚園運動会（全議員）10月 9日
菊陽町図書館ホール議員研修会（全議員）10月 13日
監査委員室例月現金出納検査（清﨑）10月 20日
嘉島中学校嘉島中学校文芸発表会（全議員）10月 23日
役場3階中会議室町農業振興地域整備促進協議会（議長・鍋田）10月 28日

東京メルパルク監査委員全国研修会（清﨑）11月 1日
 ～2日

福岡
東京九州中央自動車道建設促進沿線議会協議会提言活動（議長）10月 28日

 ～30日
役場3階中会議室町農業振興協議会（議長・鍋田）11月 2日
御船町上益城郡議員研修会及びスポーツ大会11月 4日
東京ＮＨＫホール
静岡県伊豆の国市ほか町村議会議長全国大会及び郡町村議長会視察研修11月 9日

 ～11日
益城町クリーンセンター益城、嘉島、西原環境衛生施設組合議会第2回臨時会（木下・鍋田）11月 11日
熊本テルサチーム熊本に対する要望聴取の会（議長）11月 12日
菊陽町図書館ホール議会広報研修会（議長及び広報委員）11月 14日
宮城県東松島市
宮城県石巻市ほか常任委員会行政視察（総務常任委員4名・建設常任委員1名）11月 16日

 ～18日
監査委員室例月現金出納検査（清﨑）11月 17日
庁議室議会運営委員会11月 24日

宮崎県高千穂町ほか上益城消防組合議会視察研修（境野・川野）11月 24日
 ～25日

嘉島幼稚園上益城地域植樹祭（正副議長）11月 26日
新潟県長岡市
旧山古志村ほか常任委員会行政視察（経済厚生常任委員3名・建設常任委員2名）11月 28日

 ～30日

役場議会議場第４回定例会12月 5日
 ～7日

町民会館2階会議室町人権教育推進協議会社会教育部会（議長・木下・宮本）12月 9日
甲佐町上益城地区社会人権教育研究集会（全議員）12月 15日
組合事務所上益城消防組合議会第3回定例会（境野・川野）12月 4日
宮崎県延岡市第15回九州中央自動車道建設促進大会（議長）12月 8日
監査委員室例月現金出納検査（清﨑議選監査委員）12月 16日
組合事務所上益城消防組合議会第3回定例会（境野・川野）12月 16日
監査委員室広報委員会（第1回～３回）12月 20日～
町民会館（アクア）嘉島町成人式（全議員）  1月 8日

場　所　等項　　　　目　　月　　日
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